
（別紙３）

～ 2026年2月15日

（対象者数） 20 （回答者数）
4

～ 2026年2月15日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

クッキング活動は

・手順理解

・TPO理解

・衛生意識

・共同性

2

展覧会参加

音楽会参加

3

経験から身に付く支援、実践的に学べる環境を作っている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

出勤スタッフのみの参加

その日の共有事項を記録

参加できないスタッフが後に確認すること

2

担当制の導入、保護者の対応、行事、書類管理、広報、環境

整備など役割を明確にしていく

3

社内、内部確認、意見と事項をそれぞれに回答期限のルール

を設定すること

活動が単なる体験でなく、実生活につながる力を育てる 時間の見通し(タイマー活用)

金銭感覚(おやつ選択での計算)

役割分担(クッキング)

社会性(活動参加)

外部の世界との接点を持つ機会を提供しているため目標を持っ

て挑戦する経験が得られる

アートや音楽を通じて

・自己表現

・集中力

・想像力

・達成体験

体験を通した社会性の育成 公園、イベント、外出などの活動を通じて

・ルール理解

・集団行動

・他者との関わり

情報伝達のスピード 問い合わせ対応や意思決定に時間がかかってしまう場面がある

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフ間の共有体制 勤務時間が異なるため全員集まる機会が少ない

ミーティング実施が難しいそのため情報伝達にばらつきが出て

しまう

業務分担の明確さ 各業務の担当が明確でない場面がある

2026年1月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ウィズユーライジングスター藤原台

○保護者評価実施期間
2026年1月18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


